
 

 

１月~３月  見直し投票区への地元説明 

３月下旬   計画確定（実施は令和４年３月 18 日任期満了市長市議会議員選挙から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・期日前投票の普及による当日投票所利用者の減少 

・投開票所従事要員の確保が困難 
※投票開票所従事要員（投票管理者、投票立会人、投開票従事職員） 

・新型コロナウィルス感染対策のために広い投票空間の確保が必要 
※バリアフリー対応施設の確保も必要。 

 
投票区見直し 
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見直しの背景 

 

・旧投票所への臨時期日前投票所の開設 
新たな投票所までの直線距離が概ね２㎞以上となる地区の旧投票所に、半日を目安に臨時期日前投票所を開設。  

・移動困難者を対象とした投票所までの移動補助 
  在宅の要介護の高齢者又は障がい者手帳所有者で移動手段がない有権者を対象にタクシー等による自宅と当日 

投票所の無料送迎を検討。  
・期日前投票所の増設 

出入りが多い施設への期日前投票所の増設を検討。高等学校（在学生対象）への開設も検討。  
※投票所統合による一時的な混雑解消への取組 

・過去実績をもとに投票所の混雑予想を行い、集中する時間帯を解消。 

・駐車場の不足が見込まれる投票所に臨時駐車場の設置を検討。 

    
投票所が遠くなり 

投票率が低下 
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投開票実働人数の状況（参議院議員選挙）
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スケジュール 

投票区の再編について 
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